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市税
47億689万円
（17.9%）

総務費
34億3,849万円
（13.6%）

土木費
25億8,673万円
（7.8％）

民生費
55億6,017万円
（22.0%）

衛生費
30億

1,301万円
（11.9%）

農林水産業費
16億1,046万円
（6.4%）

商工費
14億2,546万円
（5.6%）

教育費
29億3,707万円
（11.6%）

公債費
27億2,515万円
（10.8%）

財産収入など
20億3,945万円

（7.7%）

市債
21億8,184万円
（8.3%）県支出金

24億1,569万円
（9.2%）

国庫支出金
24億827万円
（9.1%）

地方交付税
111億5,298万円
（42.3%）

歳　入
263億4,066万円

歳　出
252億7,735万円

分担金及び負担金
2億433万円
（0.8%）

地方譲与税など
9億6,029万円
（3.7%）

使用料及び手数料
2億7,092万円
（1.0%）

依存財源（72．6％）

自主財源（27．4％）

消防費など
議会費、労働費
災害復旧費含む
19億8,081万円
（7.8%）

（ （

平
成
23
年
度
の
お
金
は

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

平成23年度

 決 算
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億
４
３
６
３
万
円（
４
・
２
％
）の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
主
な
要
因
は
経
済
対
策
に
よ
る
光

フ
ァ
イ
バ
綱
整
備
に
対
す
る
交
付
金
、
地

域
活
性
化
各
種
交
付
金
等
の
国
庫
支
出
金

等
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
最
も
大
き
い
も
の
は
、

高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
や
生
活
保
護
な

ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
で
す
が
、
前
年
度

と
比
較
し
て
、
３
億
１
０
４
５
万
円（
５
・

６
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

道
路
維
持
、
除
雪
、
河
川
管
理
、
都
市
計

画
、
住
宅
等
の
整
備
に
使
わ
れ
る
土
木
費

は
４
億
５
１
０
１
万
円（
１７
・
４
％
）の
減

と
な
っ
て
お
り
、
市
が
学
校
の
耐
震
化
、

道
路
改
良
、
上･

下
水
道
の
整
備
な
ど
の

た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
を
返
済
す
る
た

め
の
公
債
費
も
１
億
９
７
３
４
万
円（
７
・

２
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
『
主
な
事
業
の
決
算
額
』
は
、

④
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

１６
・
３
％

市
税
や
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の

う
ち
、
ど
れ
だ
け
借
入
金
返
済
に
回
さ
れ

た
か
を
表
す
指
標
で
、
市
の
全
会
計
及
び

平
成
２３
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
が
２
６
３
億
４
０
６
６
万

円（
収
納
率
９８
・
０
％
）、
歳
出
が
２
５
２

億
７
７
３
５
万
円（
執
行
率
９４
・
６
％
）と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
で
は
１０
億
６
３
３

１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
３
億
３
７
４
８

万
円
を
控
除
し
た
実
質
収
支
額
は
、
７
億

２
５
８
３
万
円
で
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
及
び
手
数
料

な
ど
自
治
体
自
ら
が
集
め
る
お
金｢

自
主

財
源｣

と
、
地
方
交
付
税
や
市
債
な
ど
国
、

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金｢

依
存
財
源｣

に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３

億
３
９
１
９
万
円（
４
・
９
％
）の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
要
因
は
財
産
収

入
、
寄
附
金
、
基
金
繰
入
金
及
び
繰
越
金

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

依
存
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
８

23
年
度
の
財
政
指
標

平
成
23
年
度
の
決
算
が
、
12
月
定
例
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

暮
ら
し
に
身
近
な
一
般
会
計
は

10
億
６
３
３
１
万
円
の
黒
字
決
算

一
般
会
計
決
算
〔
歳
入
〕
の
概
要

一
般
会
計
決
算
〔
歳
出
〕
の
概
要



特別会計名
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険事業
61億6,786万円
58億8,447万円

後期高齢者医療事業
4億9,497万円
4億9,383万円

介護保険事業
41億3,825万円
40億2,505万円

公有林整備事業
2,035万円
2,035万円

喜多方西部土地区画整理事業
1億2,982万円
1億2,982万円

塩川駅西土地区画整理事業
1億4,099万円
1億4,099万円

農業集落排水事業
1億9,353万円
1億9,353万円

下水道事業
15億1,177万円
15億1,177万円

山都簡易水道事業等
5億8,651万円
5億8,651万円

高郷簡易水道事業
1億1,941万円
1億1,941万円

駒形財産区
944万円
163万円

一ノ木財産区
4,254万円
55万円

早稲谷財産区
2,142万円
35万円

23年度特別会計の決算状況 1人当たり･1世帯当たりの市税負担額と
市民サービスはどうなっているの？

※平成24年3月31日現在の住民基本台帳人口・世帯数
◆人口：52,313人　◆世帯数：18,461世帯

※歳出決算額を目的別に分類し、1人当たりの額を算出

【市税負担（皆さんから負担いただいたお金）】
⇒1人当たり（市税÷人口）　　　 89,975円
⇒1世帯当たり（市税÷世帯数）　 254,964円
【市民サービス（皆さんのために使われたお金）】
⇒1人当たり（歳出決算額÷人口）　　　  483,194円
⇒1世帯当たり（歳出決算額÷世帯数） 1,369,230円
市民サービスをもっと詳しくみてみると

総務費

65,729円

民生費

106,286円

衛生費

57,596円

農林水
産業費
30,785円

商工費

27,249円

土木費

49,447円

教育費

56,144円

公債費

52,093円

その他 37,865円
消防費、議会費、
労働費、災害復旧費

平成23年度 決 決 決 算
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一
般
会
計
…
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を

な
す
会
計
で
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
全

般
を
計
上
す
る
会
計
で
す
。

特
別
会
計
…
特
別
会
計
は
一
般
会
計
に
対
し
、

特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
経
理
す
る

た
め
、
条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

使
用
料
お
よ
び
手
数
料
…
使
用
料
は
、
市
が
有

す
る
行
政
財
産
や
公
の
施
設
を
使
用
さ
せ
た
場

合
に
そ
の
使
用
さ
れ
た
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
も
の
で
す（
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
）。
手
数

料
は
、
市
が
特
定
の
方
の
た
め
に
行
う
業
務
に

対
し
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す（
各
種
証
明

手
数
料
な
ど
）。

財
産
収
入
…
市
が
有
す
る
財
産
を
貸
し
た
り
売

却
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
生
じ
る
現
金
収
入

を
い
い
ま
す
。

繰
入
金
…
地
方
公
共
団
体
の
各
会
計
間
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
基
本
等
の
会
計
間
に
お
け

る
現
金
の
移
動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

繰
越
金
…
余
っ
た
お
金
を
翌
年
度
の
財
源
と
し

一
部
事
務
組
合
な
ど
の
会
計
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
１８
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
の

発
行
に
国
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、
２５
％

を
超
え
る
と
単
独
事
業
の
地
方
債
の
発
行

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◆
経
常
収
支
比
率

８４
・
８
％

経
常
的
な
一
般
財
源
に
対
し
て
、
経
常

的
経
費（
公
債
費
や
扶
助
費
、
人
件
費
な

ど
）が
ど
の
く
ら
い
か
を
表
し
た
も
の
で
、

数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
的
に
弾
力
性
が
な

て
繰
り
越
す
も
の
を
い
い
ま
す
。

地
方
譲
与
税
…
国
の
税
金
の
一
部
が
一
定
の
基

準
に
よ
り
市
に
譲
与
さ
れ
る
税
金
を
い
い
、
自

動
車
重
量
譲
与
税
や
地
方
揮
発
油
譲
与
税
が
こ

れ
に
該
当
し
ま
す
。

地
方
交
付
税
…
地
方
自
治
体
間
の
財
源
の
不
均

衡
を
是
正
し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
合

理
的
か
つ
妥
当
な
水
準
の
行
政
を
行
う
の
に
必

要
な
財
源
を
保
証
す
る
目
的
で
、
国
が
徴
収
す

る
税
金（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税

な
ど
）か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

国
県
支
出
金
…
国
、
県
の
事
務
、
事
業
を
行
っ

た
場
合
や
社
会
資
本
の
た
め
の
事
業
な
ど
特
定

の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

市
債
…
学
校
建
設
、
道
路
の
整
備
、
上･

下
水

道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
県
知
事
の
同
意
等
を

受
け
て
政
府
資
金
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ

し
、
長
期
に
わ
た
り
返
済
し
て
い
く
も
の
で
す
。

公
債
費
…
市
が
学
校
建
設
、
道
路
改
良
。
上
下

水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ
し
た
お

金
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
一
般
的
に
７０
％

か
ら
８０
％
程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
財
政
力
指
数

０
・
３
７
５

財
政
力
の
強
弱
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

一
般
財
源
の
必
要
額
に
対
し
て
市
税
等
の

一
般
財
源
収
入
額
が
ど
の
程
度
確
保
さ
れ

て
い
る
か
を
測
る
も
の
で
、
指
数
が
高
い

ほ
ど
財
政
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
団
体
と
な

り
ま
す
。

主
な   

財

政

用

語

財

政

用

語
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総務費
電子計算機管理経費 2億9,684万円
新本庁舎建設事業費 1,244万円
交通政策経費 8,673万円
民生費
障がい者福祉援護経費 5億371万円
高齢者福祉施設管理経費 1億3,306万円
社会福祉施設補助経費 2億2,863万円
老人保護措置経費 1億391万円
保育所運営委託経費 3億2,514万円
子ども手当支給経費 9億276万円
児童扶養手当支給経費 2億916万円
保育所管理運営経費 2億3,071万円
児童館管理運営経費 1億3,636万円
生活保護給付費 8億928万円
衛生費
地域･家庭医療ｾﾝﾀｰ整備事業費 2億3,411万円
地域･家庭医療ｾﾝﾀｰ運営経費 4,103万円
予防経費 1億5,693万円
健康増進経費 1億562万円
乳幼児医療給付費 7,894万円
子ども医療給付費 6,373万円
母子保健経費 4,085万円
浄化槽設置整備経費 2,101万円
塵芥処理経費 6億5,184万円
労働費
雇用促進対策経費 3,327万円
農林水産業費
農業振興対策経費 1億939万円
農地･水保全管理支払経費 3,412万円
中山間地域等対策経費 2億270万円
畜産振興対策経費 838万円
国営会津北部地区土地改良事業負担金 4億9,949万円
林業施設整備事業費 2,961万円
森林環境交付金事業費 509万円

問 財政課 財政班☎(24)5213

◆主な事業の決算額

２３年度一般会計『主な事業の決算額』を紹介します。

（各項目は予算事業名）
商工費
商工業振興対策経費 2,870万円
中小企業振興対策経費 6億2,182万円
観光振興諸費 9,646万円
観光施設管理経費 1億135万円
保養施設管理経費 1億5,393万円
土木費
雪寒施設整備事業費 3,945万円
道路橋梁維持経費 1億3,996万円
交通安全施設整備事業費 1,014万円
除雪経費 4億9,067万円
喜多方・塩川線道路整備事業費 1,428万円
道路改良事業費 1億6,585万円
土地区画整理事業費 2億2,891万円
坂井・四ツ谷線街路事業費 8,108万円
千苅中道上・二本杉線街路事業費 8,680万円
公園管理経費 4,056万円
公営住宅管理経費 5,048万円
公営住宅改修事業費 1億4,511万円
消防費
消防団運営経費 1億7,930万円
消防施設整備事業費 3,686万円
防災対策経費 3億7,989万円
教育費
英語指導外国青年招致経費 1,517万円
小学校管理経費 4億4,842万円
中学校管理経費 2億1,726万円
生涯学習施設管理経費 1,953万円
喜多方プラザ整備事業費 2億9,744万円
美術館運営経費 4,890万円
地区公民館運営経費 6,572万円
公民館整備事業費 1億4,527万円
埋蔵文化財発掘調査経費 1,087万円
市民プール管理経費 1,360万円
学校給食経費 1億5,426万円
図書館運営経費 4,921万円
体育館管理経費 5,080万円問 問
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平成23年度 決 決 決 算

○
塩
川
町
老
朽
石
綿
管
布
設
替
工
事

…
２
億
１
７
１
７
万
円

○
公
共
下
水
道
関
連
布
設
替
工
事

…
５
１
１
４
万
円

水
道
課
業
務
班
☎（
２２
）１
５
０
７

収
益
的
収
支

収
益
的
収
支
は
、
水
道
水
を
つ
く
り
ご

家
庭
に
お
届
け
す
る
た
め
の
経
費
で
、
収

入
総
額
が
９
億
３
５
５
６
万
円（
税
込
）、

費
用
総
額
が
７
億
９
２
２
６
万
円（
税
込
）

と
な
り
ま
し
た
。

損
益
計
算（
税
抜
）に
お
い
て
当
年
度
純

平
成
23
年
度
水
道
事
業
（
公
営
企
業
）
の
決
算
状
況

問問

利
益
は
１
億
２
５
０
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
が
、
建
設
改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
ま

し
た
。

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支
は
、
施
設
の
整
備
や
水
道

管
の
布
設
工
事
な
ど
の
経
費
で
、
収
入
総

額
が
１
億
５
９
０
９
万
円（
税
込
）、
支
出

総
額
が
７
億
７
４
９
０
万
円（
税
込
）と
な

り
、収
入
不
足
額
６
億
１
５
８
１
万
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

○
熊
倉
町
芦
平
地
内
外
拡
張
工
事

…
１
億
２
４
６
９
万
円

区　　　分 決算額（税込）
水道事業収益 9億3,556万円
営 業 収 益 9億1,955万円
営業外収益 1,600万円
特 別 利 益 1万円

区　　　分 決算額（税込）
資本的収入 1億5,909万円
出　資　金 8,701万円
補　助　金 3,600万円
負　担　金 3,563万円
繰　入　金 45万円

営 業 収 益 8億7,590万円 営 業 費 用 6億9,803万円
　給水収益 8億5,339万円 原水および浄水費 1億2,063万円
その他の営業収益 2,251万円 配水および給水費 8,742万円

営 業 外 収 益 1,599万円 　総係費 1億2,515万円
　他会計補助金 1,114万円 　減価償却費 3億4,784万円
受取利息及び配当金 271万円 　資産減耗費 1,699万円
　雑収益 40万円 営 業 外 費 用 6,751万円

　他会計繰入金 174万円 支払利息および
企業債取扱諸費 6,744万円

　雑支出 7万円
特 別 利 益 1万円 特 別 損 失 133万円
過年度損益修正益 1万円 過年度損益修正損 133万円

収 入 合 計 8億9,190万円 支 出 合 計 7億6687万円

資 産 の 部 負 債 の 部
固 定 資 産 131億2,170万円 固 定 負 債 1,305万円
　有形固定資産 117億6,492万円 引 当 金 1,305万円
無形固定資産 13億5,678万円 流 動 負 債 3,844万円
流 動 資 産 13億7,148万円 未 払 金 1,247万円
現 金 預 金 11億8,993万円 預 り 金 2,597万円
未 収 金 1億6,760万円 負 債 合 計 5,149万円
貯 蔵 品 1,395万円 資 本 の 部

資 本 金 84億1,044万円
自己資本金 57億2,677万円
借入資本金 26億8,367万円

　 剰 余 金 60億3,125万円
資本剰余金 59億  623万円
利益剰余金 1億2,502万円

　 　 資 本 合 計 144億4,169万円
資 産 合 計 144億9,318万円 負債資本合計 144億9,318万円

区　　　分 決算額（税込）
水道事業費用 7億9,226万円
営 業 費 用 7億  843万円
営業外費用 8,243万円
特 別 損 失 140万円

区　　　分 決算額（税込）
資本的支出 7億7,490万円
拡張工事費 1億3,164万円
建設改良費 3億2,849万円
企業債償還金 3億1,477万円

収益的収支
【収入】

資本的収支
【収入】

◆損益計算書

◆貸借対照表

【支出】

【支出】

《給水状況》
○給 水 件 数…14,941件　　  ○給水人口…39,685人
○年間配水量…4,837,333㎥　 ○有収水量…3,880,895㎥
○有　収　率…80.2％

○当年度純利益…1億2,503万円　
○当年度未処分利益剰余金…1億2,503万円
（利益剰余金処分額…建設改良積立金1億2,503万円）

２３
年
度
の
主
な
建
設･

改
良
工
事

（
税
込
）
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こ
れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
な
ど

を
お
送
り
し
、
年
金
記
録
の
ご
確
認
を
お

願
い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ま
だ
に
持
ち
主
が
確
認
で

き
て
い
な
い
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
モ
レ
」
や
「
誤

り
」
が
あ
る
の
で
は
と
ご
心
配
の
あ
る
方

は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〜
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

ハ
ガ
キ
が
届
い
た
方
へ
〜

〜
あ
な
た
の
年
金
記
録

も
う
一
度
、
ご
確
認
を
〜

日
本
年
金
機
構
で
は
、
１
月
末
か
ら
集

中
的
な
取
組
み
と
し
て
「
気
に
な
る
年
金

記
録
、
再
確
認
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
始

し
ま
し
た
。

ハ
ガ
キ
に
は
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
年
金
記
録
な
ど
が

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
）を
利
用
す

る
た
め
の
ア
ク
セ
ス
キ
ー
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ご
自
身
の
年
金
記
録
に
疑
問
の

あ
る
方
や
、
モ
レ
の
心
配
な
ど
が
あ
る
方

は
、
ご
自
宅
に
て
お
気
軽
に
確
認
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
で

き
な
い
方
に
は
、
お
電
話
で
の
記
録
確
認

が
可
能
で
す
。
そ
の
場
合
は
、
上
記
の
専

用
電
話
番
号
に
申
込
み
を
し
て
い
た
だ

き
、
後
日
に
年
金
加
入
記
録
を
印
刷
し
た

も
の
を
ご
自
宅
に
郵
送
と
な
り
ま
す
。

《ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル》

※本人確認で、基礎年金番号などを聞かれます

《ねんきんネット》

http://www.nenkin.go.jp/n_net/

《源泉徴収票は、確定申告まで大切に保管してください》
年金受給者の方で、源泉徴収票がお手元に届いた方は確定申告の際に必要となりますので、大

切に保管してください。

源泉徴収票を紛失した場合の再発行は「ねんきんダイヤル（☎0570-05-1165）」へご連絡くださ

い。受付後２週間程で日本年金機構に登録されて

いる本人の住所宛に郵送されます。

なお、再発行を依頼する際に、基礎年金番号等

を聞かれますので、年金証書やねんきん定期便な

どをお手元にご準備してください。
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川
崎
市
生
ま
れ
，
東
京
理
科
大
学
・
理
学
部
・
化
学
科
卒
業
。
日
本
Ｎ
Ｃ
Ｒ
を
経

て
タ
ナ
ベ
技
研（
株
）を
設
立
。
学
生
時
代
写
真
部
で
三
年
間
、
戦
後
の
世
相
を
ス
ナ
ッ

プ
し
五
十
八
年
後
、
新
宿
エ
プ
ソ
ン
・
エ
プ
サ
イ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
一
昨
年
個
展

を
開
催
す
る
。
卒
業
後
十
年
間
仕
事
の
合
間
に
故
景
山
光
洋
氏
に
師
事
し
写
真
に
取

り
組
む
も
多
忙
と
な
り
活
動
を
休
止
。
米
国
本
社
に
て
新
技
術
の
研
修
を
受
け
帰
国
、

新
事
業
部
を
設
立
し
十
年
間
そ
の
任
に
あ
た
る
も
退
社
す
る
、
二
十
年
間
タ
ナ
ベ
技

研
で
事
業
を
行
い
十
五
年
前
に
会
社
を
譲
渡
す
、
待
望
の
人
生
自
分
流
で
晴
撮
雨
写

の
日
々
を
お
く
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
米
国
、
カ
リ
ブ
海
、
東
南
ア
ジ
ア
、

中
国
と
、
三
十
数
回
に
わ
た
り
海
外
撮
影
旅
行
を
行
う
。

　

早
暁
の
雄
国
沼
へ
の
道
す
が
ら
一
瞬
の
輝
き
に
魅
了
さ
れ
喜
多
方
の
蔵
を
知
る
。

蔵
造
り
に
優
し
さ
と
逞
し
さ
を
刻
み
、
と
も
に
生
き
朽
ち
ゆ
く
二
千
数
百
※
の
蔵
に
ロ

マ
ン
が
漂
う
。
行
く
先
々
で
優
し
さ
や
笑
顔
に
触
れ
る
安
ら
ぎ
の
あ
ふ
れ
る
街
、
喜

多
方
は
第
二
の
故
郷
で
あ
る
。
勤
勉
な
民
の
誇
り
で
あ
る
蔵
に
万
感
の
思
い
を
こ
め

撮
り
続
け
る
。
撮
り
た
め
た
写
真
を
東
京
で
三
回
、
喜
多
方
・
北
方
風
土
館
を
始
め

と
し
て
四
回 

「
蔵　

喜
多
方
」
写
真
展
を
行
い
、
同
時
に
写
真
集
限
定
五
冊
を
作
る
。

　

昨
年
十
月
に
は
、
読
売
写
真
倶
楽
部
員（
Ｙ
Ｐ
Ｃ
）約
六
十
名
で
、
特
別
に
島
三
の
蔵

を
始
め
と
し
て
大
和
川
酒
蔵
、
蔵
屋
敷
あ
づ
ま
さ
、
三
津
谷
、
杉
山
、
下
三
宮
と
撮

影
し
盛
会
で
、
観
光
交
流
課
お
よ
び
関
係
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
が
始
ま
り
ま
し
た
、
担
当
部
門
で
は
作
戦
が
練
ら
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
会
津
若
松
を
横
目
で
睨
む
ば
か
り
で
な
く
誘
客
を
図
る
べ
く

市
全
体
で
重
ね
て
討
議
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
※
合
併
後
は
四
千
二
百
）

　

ま
す
ま
す
の
発
展
を
続
け
る
べ
く
、
微
力
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私がきたかた大使です

十
二
年
前
、
初
め
て
喜
多
方
の
蔵
に
出
会
い
そ

の
見
事
さ
と
、
数
の
多
さ
に
感
動
す
る
。

喜
多
方
の
蔵
に
は
表
情
が
あ
る
。
　

優
し
さ
が
あ
り
、
憂
い
が
あ
る
。

土
壁
に
染
み
入
る
息
吹
に
男
の
夢
が
滲
み
出
る
。

朝
日
に
照
り
夕
日
に
映
え
る
白
壁
に
熱
き
流
れ

が
写
し
で
る
。

電
子
箱
の
内
に
写
し
だ
す
瞬
き
に
限
り
な
し
。

［公社］ 日本写真協会会員
守谷市（美術）写真作家

東京読売写真倶楽部会員

写真家：田邊勝二

◆
入
居
資
格　

世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅

法
の
収
入
基
準
に
示
す
基
準
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
入
居
資
格
に
つ
い
て
条

件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
建
設
課
建
築

住
宅
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
時
間　

２
月
１

日（
金
）か
ら
１４
日（
木
）ま
で
の
午
前
８
時

３０
分
～
午
後
５
時
１５
分
ま
で（
土
・
日
・

祝
日
を
除
き
ま
す
）

※
な
お
、２
月
１
日（
金
）、２
月
５
日（
火
）、

２
月
８
日（
金
）、
２
月
１２
日（
火
）は
本
庁

で
の
み
午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

（
場
所
は
３
階
建
設
課
建
築
住
宅
係
）

◆
公
開
抽
選
予
定
日　

３
月
１
日（
金
）

◆
入
居
開
始
予
定
日　

３
月
１５
日（
金
）

問 

申 

本
庁
建
設
課 

建
築
住
宅
係
☎（
２４
）

５
２
４
６
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

［
熱
塩
加
納
総
合
支
所
☎（
３６
）２
１
１
４

塩
川
総
合
支
所
☎（
２７
）２
１
１
３

山
都
総
合
支
所
☎（
３８
）３
８
５
１

高
郷
総
合
支
所
☎
０
２
４
１（
４４
）２
１
１

５
］　　
　
　
　
　

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

※No5～7、9（No.の網かけがある物件）は単身での入居はできません。
※特定公共賃貸住宅（No9）とは、一般住宅（低所得者向け）の収入基準を上回る
　方を対象に建てられた住宅で、高所得者でもほとんどの方が入居可能です。

◆一般住宅

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

1 下台団地
1号棟

122号
(2階)

中層耐火構造
4階建て

3DK（6畳2間、
4畳半）・水洗

13,600円～
26,800円

2 舘ノ内団地
41棟 21号 簡易耐火構造

平屋建て
2K（6畳、4畳半）
汲取り

2,700円～
5,400円

3 舘ノ内団地
41棟 44号 簡易耐火構造

平屋建て
2K（6畳、4畳半）
汲取り

2,700円～
5,400円

4 東鎧召団地
42棟 11号 簡易耐火構造

平屋建て
2K（6畳、4畳半）
汲取り

2,800円～
5,600円

5 橋本前田団地
53棟 8号 簡易耐火構造

2階建て
3DK（6畳2間、
4畳半）・簡易水洗

11,800円～
23,200円

6 橋本前田団地
54棟 6号 簡易耐火構造

2階建て
3DK（6畳2間、
4畳半）・簡易水洗

12,000円～
23,500円

7 御殿場団地
6棟

201号
(2階)

中層耐火構造
3階建て

3LDK（6畳2間、
4畳半）・水洗

23,400円～
46,000円

8 改良住宅
1号棟

13号
(4階)

中層耐火構造
4階建て

2K（6畳、4畳半）・
水洗

6,400円～
12,000円

◆特定公共賃貸住宅（中所得者向け）

№ 住　宅　名 号 構　造 間　取　り 家　賃

9 松ヶ丘団地 A-1 木造2階建て 3LDK(6畳3間)・
水洗

42,000円～
50,000円

問

申



【成人証書代表受領者】
栗田千晴さん（高郷地区）

【成人証書代表受領者】
渡部ゆかさん（熱塩加納地区）

１
月
１３
日
、
押
切
川
公
園
体
育
館
に
お

い
て
平
成
２５
年
成
人
式
が
行
わ
れ
、
新
成

人
約
５
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
の
前
に
は
、
市
内
各
中
学
校
の
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
編
集
し
た
ス
ラ
イ
ド

が
上
映
さ
れ
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
写
真

が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

式
は
上
野
利
一
郎
教
育
委
員
長
の
開
式

の
辞
で
始
ま
り
、
山
口
信
也
市
長
か
ら
の

「
躍
進
す
る
風
格
あ
る
喜
多
方
市
を
目
指

し
て
、ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、

新
し
い
時
代
を
築
い
て
ほ
し
い
」
と
の
式

辞
に
続
き
、
新
成
人
代
表
７
人
に
成
人
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
昭
大
市
議
会
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、

喜
多
方
市
立
松
山
小
学
校
６
年
の
岩
本
竜

輔
く
ん
と
芥
川
穂
那
実
さ
ん
の
二
人
か
ら

「
私
た
ち
も
、
今
日
の
先
輩
方
の
姿
を
目

に
焼
き
付
け
、
よ
い
手
本
と
し
て
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
、
お
祝
い
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。続
い
て
、

新
成
人
を
代
表
し
て
佐
藤
絢
佳
さ
ん
が
決

意
や
夢
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
荒
川
健
太
さ
ん
が
「
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
の
た
め
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し
、

成
長
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。」

と
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

平
成
２５
年

成
人
式

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

問問

【成人証書代表受領者】
伊藤　彩さん（喜多方地区）

式典会場写真

【成人証書代表受領者】
松原　望さん（喜多方地区）

【成人証書代表受領者】
渡部直弘さん（喜多方地区）

【成人証書代表受領者】
吉田　藍さん（塩川地区）

【小学生からのお祝いメッセージ】
岩本竜輔くんと芥川穂那実さん
（松山小学校）

【成人証書代表受領者】
佐藤孝徳さん（山都地区）

広報きたかた　2013.2 ◯8



高橋　徹さん
（喜多方地区）
いつまでも楽
しいまちであ
ってほしい

長島諒太さん
（喜多方地区）
成人としての
自覚に基づい
た言動をとる

伊藤萌子さん
（喜多方地区）
子どもも大人
も活気のある
まちになって
ほしい

花積幸恵さん
（喜多方地区）
社会に貢献で
きるような大
人になりたい

遠藤絢奈さん
（熱塩加納地区）
福祉や娯楽な
ど多方面で充
実した市にな
ってほしい

大野佳貴さん
（熱塩加納地区）
成人として責
任を持って生
きていく

高橋直人さん
（山都地区）
もっと発展し
てほしい

佐藤彩加さん
（山都地区）
大人としての
自覚を持ち、
責任ある行動
ができるよう
心掛ける

後藤悠太さん
（高郷地区）
若い世代がまち
づくりに協力し
市の発展を感
じることのでき
る機会がほしい

上野未穂さん
（高郷地区）
新成人として
の責任感を持
つ

星　将輝さん
（塩川地区）
だれもが安心し
て平和に住み
やすいまちにな
ってほしい

白井優那さん
（塩川地区）
ひとつひとつ
責任を持って
頑張っていき
たい

喜多方市に望むこと

成人になっての抱負・決意

懐かしいスライドの写真に
歓声が上がりました

【新成人の主張】
佐藤絢佳さん（喜多方地区）

大人の自覚をもち、決意を新たにする新成人のみなさんたくさんの出席者から祝福を受けました

【二十歳の誓い】
荒川健太さん（熱塩加納地区）
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全
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
と
な
る
「
走

る
」
動
作
に
つ
い
て
、
ミ
ズ
ノ
ト
ラ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
所
属
の
大
橋
祐
二
さ
ん
と
楽
し
み

な
が
ら
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時

平
成
２５
年
２
月
２３
日（
土
）

【
開
会
式
】
午
前
９
時
５０
分

【
実
技
指
導
】
午
前
１０
時
〜
正
午

※
適
宜
休
憩
有
り

◆
会
場

第
二
小
学
校
体
育
館

◆
参
加
資
格

市
内
の
小
学
４
年
生
〜

６
年
生

５０
人

◆
参
加
申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（
氏
名
、
通
学
し
て
い
る
小
学
校
名
、
学

年
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
費

無
料

◆
申
込
期
限

２
月
１５
日（
金
）ま
で

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

Ｅ
メ
ー
ル

sports@
city.k

ita
k
a
ta
.fuk

ushim
a
.jp

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

４
月
２７
日（
土
）に
押
切
川
公
園
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ

る
「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
２
０

１
３
」
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
以
外
で
も
満
足
い
た
だ
け
る

「
喜
多
方
流
お
も
て
な
し
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
例
年
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、
な

め
こ
汁
な
ど
の
振
る
舞
い
や
地
元
産
品
の

販
売
の
ほ
か
、
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
の
演
技

な
ど
を
披
露
し
て
お
り
ま
す
。

春
の
喜
多
方
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
盛
り
上
げ
参
加

者
を
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
当
日
に
出
店
・

出
演
い
た
だ
け
る
方（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。

《
募
集
内
容
》

◆
出
店（
個
人･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
地
元
特
産
品
な
ど
の
無
償
提
供
ま
た
は

販
売
と
し
、
喜
多
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
も
の

○
出
店
ス
ペ
ー
ス
は
、
テ
ン
ト
１
張
り
、

ま
た
は
そ
の
半
分

○
出
店
数
は
、
２
〜
３
店
を
予
定（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、実
行
委
員
会
で
選
考
）

○
提
供（
販
売
）方
法
や
場
所
な
ど
は
、

事
務
局
と
の
協
議
の
う
え
決
定

◆
出
演（
個
人･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
喜
多
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
内

容
の
も
の

○
場
所
は
、
開
会
式
前
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

や
ゴ
ー
ル
後
の
「
お
も
て
な
し
会
場（
薬

草
園
内
）」
特
設
ス
テ
ー
ジ（
約
１０
㍍
×
約

３
㍍
）で
の
演
技
な
ど

○
出
演
数
は
、
２
〜
３
団
体（
人
）を
予
定

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会

で
選
考
）

○
演
技
内
容
な
ど
は
、
事
務
局
と
協
議
の

う
え
決
定

〇
申
し
込
み

出
店
・
出
演
と
も
に
、
生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
教
育
課
に
備
え
付
け
の

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
２
月

２８
日（
木
）ま
で
に
提
出
願
い
ま
す
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
募
集
に
つ
い

て
は
、
広
報
き
た
か
た
３
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

桜
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
内
）

☎（
２３
）２
１
１
６

問問

問問

申申

申申

▲薬草園内（押切川公園体育館の南側） ＜出店の様子＞

用
体
力
向
上
事
業

ス
ポ
ー
ツ
選
手
活活
用よ

る

大
橋
祐
二
さ
ん
にに
よ）教

室

陸
上
競
技（
短
距距
離
）

参
加
者
募
集
!!

＜出演の様子＞

ォ
ー
ク
２
０
１
３

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜桜
ウ
ォ店

・
出
演
者
募
集

出
店

!!

大橋祐二さん
（110mハードル
2011年度日本ラン
キング２位）

Agence SHOTAgence SHOT
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カ
イ
ギ
ュ
ウ
ラ
ン
ド
で
は
、
冬
で
も
で

き
る
「
化
石
発
掘
体
験
」
な
ど
が
企
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
と
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◆
開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
３０

分◆
休
館
日

毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）、
１２
月
２９
日
〜
１
月
３
日

カ
イ
ギ
ュ
ウ
ラ
ン
ド
た
か
さ
と

☎
０
２
４
１（
４４
）２
０
２
４

知
っ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、
疎
遠
な
存
在

で
あ
る
の
が
現
状
で
し
た
。
そ
こ
で
、
校

長
と
し
て
、
ま
ず
、
朝
会
の
校
長
講
話
の

中
で
、
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
「
な

か
よ
く
た
く
ま
し
く
生
き
る
」
の
説
明

を
、
山
都
町
生
ま
れ
の
蓮
沼
門
三
の
生
き

方
に
ふ
れ
な
が
ら
話
を
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
出
身

の
人
物
が
、
人
づ
く
り
の
指
針
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し

た
。
次
に
、
こ
の
指
針
を
子
ど
も
た
ち
に

浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
授
業
で
取

り
上
げ
、
先
人
の
生
き
方
を
自
分
た
ち
で

調
べ
る
学
習
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
六
年
生
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に「
蓮
沼
門
三
先
生
の
一
生
」

と
い
う
単
元
を
設
定
し
ま
し
た
。
学
習
に

際
し
て
は
、
修
養
団
山
都
愛
汗
の
会
の

方
々
に
も
授
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
一
緒
に
な
っ
て
蓮
沼
門
三
の
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
こ
の
学
習
を
通
じ
、
遠
い
存
在

だ
っ
た
蓮
沼
門
三
を
ぐ
っ
と
身
近
に
感
じ

る
と
と
も
に
、「
人
一
倍
努
力
し
た
」「
強

い
意
志
を
持
っ
て
い
た
」
な
ど
現
状
に
安

住
し
な
い
志
の
尊
さ
に
気
付
い
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
蓮
沼
門
三
の
若
い
頃
に
は

シリーズ

喜
多
方
市

り
の
指
針

づ
く
り

今
の
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
こ
と
は
、

自
分
の
意
思
で
主
体
的
に
生
き
る
こ
と
、

自
己
の
中
で
膨
ら
ま
せ
た
個
性
的
な
夢
を

持
ち
、
希
望
に
燃
え
て
生
き
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
人
間
は
一
人
ひ
と
り
が

個
性
的
に
生
き
る
こ
と
こ
そ
す
ば
ら
し
い

の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
先
人
に
学

び
、
歴
史
の
中
で
大
き
く
悩
み
、
生
き
る

こ
と
の
価
値
を
知
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
、
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
は
、
蓮

沼
門
三
、
瓜
生
岩
子
な
ど
の
喜
多
方
市
ゆ

か
り
の
偉
人
の
生
き
方
が
反
映
さ
れ
て
お

り
、
私
が
学
校
経
営
の
柱
に
据
え
る
大
き

な
理
由
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
本
校
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
蓮
沼
門
三
や
瓜
生
岩
子
は
、
名
前
を

今
回
は
、「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の

指
針
」
を
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う
に
子

ど
も
た
ち
に
教
え
て
い
る
の
か
、
山
都

小
学
校
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

先
人
に
学
ぶ

先
人
に
学
ぶ

「「
人
づ
く
り
の
指
針
」
へ
の

　

学
校
の
取
組
み
を
紹
介
し
ま
す

自
殺
も
考
え
る
な
ど
、
失
敗
や
葛
藤
が
あ

っ
た
こ
と
を
学
習
し
、
単
に
聖
人
君
子
と

し
て
受
け
と
め
る
の
で
は
な
く
、
自
分
だ

っ
た
ら
ど
う
し
た
だ
ろ
う
か
と
、
自
分
の

生
き
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
学
習
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
総
合
的
な
学
習
の
ま
と
め
と

し
て
、
六
年
生
が
調
べ
て
感
じ
た
こ
と
を

本
校
の
山
都
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
劇
と
し

て
表
現
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
を
通
じ
、

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
育
み
、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

山
都
小
学
校

校
長

紺
野

宗
作

▲山都フェスティバル
６年生「蓮沼門三先生の一生」劇の様子
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2月23日（土）
3月23日（土）
※前日までに
申し込みくだ
さい。

【冬でもできます化石の発掘体験】
■時　間　午前10時から11時30分
■参加費　一般500円　小中学生400円
■内　容　約1000万年前の岩石をハンマーやタ
　ガネなどを使って化石を掘り出します。

現在実施中
※3月3日（日）
まで

【企画展　会津の海と生き物たち】
■時　間　午前9時から午後4時30分
■観覧料　一般200円 小中学生100円 
　　　　　（団体 一般160円 小中学生80円）
■内　容　カイギュウランドたかさとがオープ
　ンしてから見つかった化石から分かる、太古
　の「会津の海」を展示します。




